母親が感じる育児上の「困難」に関する研究(5)-2年後の追跡調査- by 窪 瀧子 et al.









































　質問紙の配布部数は、Ｎ幼稚園へ 120 部、Ｔ保育園へ 35 部配布。回答者数は、Ｎ幼稚園 55 名、
Ｔ保育園 13 名で合計 68 名。回答者のうち、新規の回答者は、Ｎ幼稚園 27 名、Ｔ保育園１名であっ
た。回収率はＮ幼稚園 45.8％、Ｔ保育園 37.1％であった。
Ⅲ .　調査の結果






　表１に示したように、30 歳台が 58.8％を占めている。全体的には、１年前より 30 歳台が減
	 表１　回答者の年齢	 Ｎ（％）
Ｎ幼稚園 Ｔ保育園 計 １年前（参考）
20 歳代 2（3.6） 1（7.7） 3（4.4） 5（4.9）
30 歳代 32（58.2） 8（61.5） 40（58.8） 74（71.8）
40 歳代 17（30.9） 3（23.1） 20（29.4） 21（20.4）
不明 4（7.3） 1（7.7） 5（7.4） 2（2.0）
計 55（100.0） 13（100.0） 68（100.0） 102（100.0）
－ 13  －
窪・井狩：母親が感じる育児上の「困難」に関する研究（5）
り 40 歳台が増加傾向にあり、回答者の年齢がやや上がっているといえる。なお、平均年齢は






りも7.2ポイント増加していた。N 幼稚園では94.5％、T 保育園は53.8% と、園または地域によっ
て差がみられたのは１年前と同じであった。
　住居形態は、一戸建て 58.8％、集合住宅 41.2％であり、一戸建てが１年前より 1.4 ポイント
減少していた。また、一戸建ては N 幼稚園 50.9％、T 保育園 92.3％と、１年前と同様に園ま
たは地域によって差がみられた。
	 表２　子どもの人数	 N（％）
Ｎ幼稚園 Ｔ保育園 計 １年前（参考）
１人 11（20.0） 1（7.7） 12（17.6） 21（20.6）
２人 40（72.7） 8（61.5） 48（70.6） 64（62.7）
３人 3（5.5） 2（15.4） 5（7.4） 14（13.7）
４人以上 1（1.8） 2（15.4） 3（4.4） 3（3.0）
計 55（100.0） 13（100.0） 68（100.0） 102（100.0）
	 表３　家族構成	 N（%）
Ｎ幼稚園 Ｔ保育園 計 １年前（参考）
核家族 52（94.5） 7（53.8） 59（86.8） 82（79.6）
拡大家族 3（5.5） 5（38.5） 8（11.8） 16（15.5）
不明 0 1（7.7） 1（1.5） 4（3.9）
計 55（100.0） 13（100.0） 68（100.0） 102（100.0）
	 表４　住居形態	 N（％）
Ｎ幼稚園 Ｔ保育園 計 １年前（参考）
一戸建て 28（50.9） 12（92.3） 40（58.8） 62（60.2）
集合住宅 27（49.1） 1（7.7） 28（41.2） 40（38.8）
計 55（100.0） 13（100.0） 68（100.0） 102（100.0）
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Ｎ幼稚園 Ｔ保育園 計 １年前（参考）
食に関すること 13（23.6） 3（23.1） 16（23.5） 26（25.5）
言うことを聞かない 10（18.2） 4（30.8） 14（20.6） 26（25.5）
アレルギー疾患などの病気 6（10.9） 3（23.1） 9（13.2） 17（16.7）
感情が不安定なこと 7（12.7） 1（7.7） 8（11.8） 13（12.7）
生活リズム生活習慣の樹立 5（9.1） 2（15.4） 7（10.3） 11（10.8）
子どもの気持が分からない 6（10.9） 1（7.7） 7（10.3） 10（9.8）
落着きなく何をするか不明 3（5.5） 1（7.7） 4（5.9） 6（5.9）
日常の世話すべてが大変 2（3.6） 2（15.4） 4（5.9） 4（3.9）
ことばや発音に関すること 2（3.6） 1（7.7） 3（4.4） 11（10.8）
あそびに関すること 2（3.6） 0 2（2.9） 2（2.0）
その他 8（14.5） 1（7.7） 9（13.2） 13（12.7）
特に苦労はない 17（30.9） 1（7.7） 18（26.5） 21（20.6）
　回答者数 55 13 68 102
	 表５　回答者の職業の有無	 N（％）
Ｎ幼稚園 Ｔ保育園 計 １年前（参考）
あり 16（29.1） 12（92.3） 28（41.2） 51（49.5）
なし 39（70.9） 1（7.7） 40（58.8） 50（48.5）
その他 0 0 0 1（1.0）
計 55（100.0） 13（100.0） 68（100.0） 102（100.0）







た。さらに、「経済的なこと」が 15.7％から 20.6％へ、「家事全般が煩わしい」が 9.8％から
17.6％へと増加していた。「配偶者の非協力」の割合は 10.3％で１年前とほとんど変わってい














Ｎ幼稚園 Ｔ保育園 計 １年前（参考）
自由時間がとれない 19（34.5） 6（46.2） 25（36.8） 41（40.2）
仕事と育児の両立 12（21.8） 9（69.2） 21（30.9） 27（26.5）
自分の健康維持、体調不良 14（25.5） 2（15.4） 16（23.5） 24（23.5）
経済的なこと 10（18.2） 4（30.8） 14（20.6） 16（15.7）
家事全般が煩わしい 9（16.4） 3（23.1） 12（17.6） 10（9.8）
配偶者の非協力 6（10.9） 1（7.7） 7（10.3） 11（10.8）
世の中から取り残される 3（5.5） 1（7.7） 4（5.9） 3（2.9）
親たちの口出し 1（1.8） 2（15.4） 3（4.4） 6（5.9）
親しいママ友がいない 1（1.8） 0 1（1.5） 5（4.9）
その他 3（5.5） 1（7.7） 4（5.9） 9（8.8）
特に苦労はない 20（36.4） 0 20（29.4） 18（17.6）
　回答者数 55 13 68 102
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遊びや友だちの変化 20（46.5） 6（35.3） 21（48.8） 5（29.4） 26（43.3）
健康上や食欲の変化 15（34.9） 6（35.3） 16（37.2） 5（29.4） 21（35.0）
生活リズム等の変化 9（20.9） 2（11.8） 9（20.9） 2（11.8） 11（18.3）
情緒の変化 6（13.9） 4（23.5） 6（14.0） 4（23.5） 10（16.7）
知的興味の変化 4（9.3） 3（17.6） 5（11.6） 2（11.8） 7（11.7）
その他 1（2.3） 0（－） 0（－） 1（5.9） 2（3.3）
変化なし 3（6.9） 1（5.9） 3（7.0） 1（5.9） 4（6.7）
回答者数 43（100.0） 17（100.0） 43（100.0） 17（100.0） 60（100.0）
























必要である 33（66.0） 14（77.8） 47（69.1） 64（62.7）
時と場合による 13（26.0） 4（22.2） 17（25.0） 34（33.3）
特別なことは不要 0 0 0 1（1.0）
不明 4（8.0） 0 4（5.9） 3（2.9）
　計 50 18 68 102（100.0）






必要である 30（62.5） 18（90.0） 48（70.6） 61（59.8）
時と場合による 16（33.3） 2（10.0） 18（26.5） 33（32.3）
特別なことは不要 0 0 0 1（1.0）
不明 2（4.2） 0 2（2.9） 7（6.9）
　計 48 20 68 102（100.0）
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食事中のマナー 34（68.0） 13（72.2） 47（69.1） 71（69.6）
歯みがきをする 32（64.0） 13（72.2） 45（66.2） 60（58.8）
知人に挨拶をする 32（64.0） 12（66.7） 44（64.7） 73（71.6）
いじわるをしない 34（68.0） 9（50.0） 43（63.9） 60（58.8）
就寝時間 28（56.0） 9（50.0） 37（54.4） 47（46.1）
家庭内で挨拶をする 27（54.0） 9（50.0） 36（52.9） 61（59.8）
１日３食を規則的にとる 22（44.0） 9（50.0） 31（45.6） 42（41.2）
起床時間 17（34.0） 3（16.7） 20（29.4） 27（26.5）
食事を残さない 18（36.0） 2（11.1） 20（29.4） 34（33.3）
テレビを見る時間 12（24.0） 5（27.8） 17（25.0） 16（15.7）
衣類の着脱をきちんとする 15（30.0） 1（5.6） 16（23.5） 28（27.5）
親の言うことを聞く 10（20.0） 2（11.1） 12（17.6） 22（21.6）
一緒に食事をする 9（18.0） 1（5.6） 10（14.7） 25（24.5）
食事にかける時間 6（12.0） 1（5.6） 7（10.3） 4（3.9）
登園する、休まない 6（12.0） 1（5.6） 7（10.3） 11（10.8）
勉強の習慣をつける 4（8.0） 3（16.7） 7（10.3） 11（10.8）
その他 3（6.0） 1（11.1） 4（5.9） 12（11.8）
不明 0 0 0 3（2.9）
　回答者数 50 18 68 102






























言葉かけ、機嫌を取る 7（14.0） 2（11.1） 9（13.2） 45（44.1）
スキンシップを図る 21（42.0） 11（61.1） 32（47.1） 59（57.8）
放っておく 2（4.0） 0 2（2.9） 18（17.6）
気分転換を図る 3（6.0） 0 3（4.4） 12（11.8）
口で叱る 1（2.0） 0 1（1.5） 6（5.9）
叩く 0 0 0 0
その他 7（14.0） 1（5.6） 8（11.8） 4（3.9）
機嫌の悪いことなし 7（14.0） 4（22.2） 11（16.2） ＊
　回答者数 50 18 68 102
　　注）＊１年前には調査項目なし
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自主的な意思表示 36（72.0） 12（66.7） 48（70.6） 57（55.9）
生活リズムをつける 26（52.0） 9（50.0） 35（51.5） 46（45.1）
友達と仲良くする 27（54.0） 7（38.7） 34（50.0） 53（52.0）
健康であればよい 24（48.0） 10（55.6） 34（50.0） 51（50.0）
親子の気持が通じ合う 21（42.0） 11（61.8） 32（47.1） 54（52.9）
園でうまくやってゆく 10（20.0） 4（22.2） 14（20.6） 31（30.4）
子の気持を受け止め、優先 6（12.0） 2（11.1） 8（11.8） 14（13.7）
言うことを聞く素直さ 3（6.0） 0 3（4.4） 7（6.9）
稽古で可能性を伸ばす 1（2.0） 1（5.6） 2（2.9） 6（5.9）
成長の指標に遅れない 0 1（5.6） 1（1.5） 4（3.9）
その他 1（2.0） 0 1（1.5） 3（2.9）
不明 0 0 0 2（2.0）
　回答者数 50 18 68 ―
　1年前（参考） 81 21 ― 102






自主的な意思表示 35（72.9） 14（70.0） 49（72.1） 57（55.9）
生活リズムをつける 25（52.1） 12（60.0） 37（54.4） 46（45.1）
健康であればよい 27（56.3） 8（40.0） 35（51.5） 51（50.0）
友達と仲良くする 24（50.0） 10（50.0） 34（50.0） 53（52.0）
親子の気持が通じ合う 21（43.8） 11（55.0） 32（47.1） 54（52.9）
園でうまくやってゆく 8（16.7） 6（30.0） 14（20.6） 31（30.4）
子の気持を受け止め、優先 5（10.4） 3（15.0） 8（11.8） 14（13.7）
言うことを聞く素直さ 3（6.3） 0 3（4.4） 7（6.9）
稽古で可能性を伸ばす 1（2.1） 1（5.0） 2（2.9） 6（5.9）
成長の指標に遅れない 0 1（5.0） 1（1.5） 4（3.9）
その他 1（2.1） 0 1（1.5） 3（2.9）
不明 0 0 0 2（2.0）
　回答者数 48 20 68 ―
　１年前（参考） 84 18 ― 102





































































































　回答者数 50 18 68 102（100.0）
　　注）上段は平日、下段は休日
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　子どもの睡眠時間の平均値は、平日 9.8 時間、休日 9.9 時間でほとんど差はなかった。この
結果を１年前と比べると、平日・休日ともに、0.1 時間（６分）ほど短くなっていた。
　表 17 には、子どもの平日と休日の睡眠時間と過不足感の関係を示した。子どもの睡眠時間



























































































　回答者数 50 18 68 102（100.0）
　　注）上段は平日、下段は休日
－ 23  －
窪・井狩：母親が感じる育児上の「困難」に関する研究（5）
　子どもに関する苦労の有無別に子どもの睡眠時間をみると、「苦労なし群」の睡眠時間は、
10 時間台が平日 72.2％、休日 61.1％と大多数を占めている。「苦労あり群」も 10 時間台が平
日 38.0％、休日 56.0％と最多だが、８～９時間台も「苦労なし群」より多く、睡眠時間が短い
傾向がみられた（表 18）。さらに、子どもに関する苦労の有無別に、睡眠時間が足りているか


































































　計 50 18 68 102
　　注）上段は平日、下段は休日












































































































































　回答者数 50 18 68 102
　　注）上段は平日、下段は休日

























































































　計 48 20 68 102（100.0）
　　注）上段は平日、下段は休日









24 時以降の就寝が平日 35.3％、休日 33.8％と最も多く、１年前と変わらない。親自身の苦労
の有無別にみると、「苦労なし群」は平日・休日とも 23 時台前半が 35.0％と最も多いが、「苦
労あり群」は平日・休日とも 24 時以降が 39.6％と多かった。このように、就寝時刻は「苦労
なし群」が早く、「苦労あり群」は遅いという違いがみられた。
（3）親の睡眠時間
　親の平均睡眠時間は、平日 6.9 時間、休日 7.6 時間で 0.7 時間（42 分）の差があった。今回




34.3％、休日 26.9％、「不足している」平日 44.4％、休日 100.0％という回答に分かれた。７時
















































































　計 48 20 68 102
　　注）上段は平日、下段は休日
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間台になると「足りている」という回答が、平日 31.8％、休日 14.7％、「足りたり足りなかっ
たりする」平日 31.4％、休日 34.6％、「不足している」の平日 22.2％、休日 0 となり、８時台





は７時間台が 29.2％と最も多かったが、４時間台も 2.1％、５時間台も 12.5％と、短い睡眠時
間は「苦労あり群」に多かった。休日の睡眠時間は「苦労なし群」が８時間台の 40.0％と７時
間台の 35.0％とで大多数を占めるのに対し、「苦労あり群」は８時間台の 37.5％が最も多いもの











































































































































































































　回答者数 48（70.6） 20（29.4） 68
　　注）上段は平日、下段は休日













































　回答者数 48 20 68 102（100.0）
　　注）上段は平日、下段は休日
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　回答者数 48 20 68 102
　　注）上段は平日、下段は休日






ること」で 2.0 ポイント、「言うことを聞かない」で 4.9 ポイント減少し、その他の多くの項目で







































































































































































付記：今回の調査にご協力くださった N 幼稚園と T 保育園の関係各位と保護者の方々に心よりの謝意を表し
ます。
